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告
三
台
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~
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鳴
り
J
ト
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 *i t
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判
〈
誤
認
布
石
ミ
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ニ
~
8
~
~
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tO
O
 
f<<
t
J
8
抑
8
~
~
1
 i
回
〈
十
grfば
己
認
さ
と
ゆ
~
~
.
!
時
哨
Picture
of 
Nagasaki 
from 
an 
old 
]a
panese 
painti
ng
，
 done 
probably 
about 
1
5
9
:1 
when 
the 
Spanish 
Governor-General 
of 
Manila 
pre~entcd 
e:J1 
elephant
 
to 
Hideyosh
i. 
The 
second 
buildi
ng 
from 
the 
lef
t 
appears 
to 
be 
a
 Christ
ian 
Church
，
 pu.3sibl
y 
that 
of 
San 
Pablo 
ItJ 
*i
心
当
時
1
'
¥
/
8
時
主
主
S
穏
や
'
け
冬
当
「
縫
8
4，;r j'tJ 
f型
ト
心
部
去
三
制
限
黒
田
川
純'd:{
8
母
子
1
*i ~O 
(
若
者
C
l
7三!
2
3
2
2
器
ロ
常
持
(
県
民
支
(
1
 )(
お
)
モ
ト
己
認
土
~
1
i
â
低
利
p
荒
1
8
簿登{~
;;!;"i謂
e
 総
j封
~
1
な
の
)
(g
)
日
同
社
兵
民
的
州
判
E
持
制
制
限
ロ
付
園
開
封
J
忠
!
.
lt~ ~
併
日
桔
~
~
8
ü
l
?
者
き
さ
建
2ji京
十
l
H
オ
q宗
主
主
~
~
詔
~
8
慢
さ
言
」
怜
括
部
~
~
~
t
 J凶
器
同
者
以
県
民
主
(
司
会
(
~
)
1，
川
\
-
'
窓
会
叩
~~ê~8~t~j~
抑
制
ド
制
J
+~ 
_
'
J
 8
 ~
 *i 
tD 
0
 
嬰
1
~
信
手
取
幸
~
i~~ ~
守
口
拭
iを
(
液
製
~
j
壬
Lよ
財
課
程
~'ül
t来
持
{
~
裂
を
J、
選
誌
」
怜
己
認
さ
ニ
ド
悶
ニ
.
;
!
寝
+
<
三
言
語
禅
時
直
感
12与え
K
ふ・
K
，，.J 
K
 'dミ
(M.
!，
:ske
 
Smith
，
 ~
 t7言
Report
on 
J
 apan 
to 
the 
Secrct
 
Committee 
of 
the 
English 
Incl
ia 
Company
，
 By 
Sir
 
Stamford 
Ra
f.H
es 
1812-1816. 
戸
司
令
色~
8
草21三
lül
持
母
n
号!壬AEZ(
財
)
8
~
~
会
己
52
土
+
!
'
ミ
κ
、・
K
，，.J 
K
 
~
 8' 
~
前
Western
Bal
・b
2
rian
in 
Japan 
and 
Formosa 
in 
Tokugawa 
Days 
1603-18o8 
持
~
ñ
h
畏
J
ド
持
~
6
'
~
明
言
語
p
必
t
{
!
O
国
民
〈
制
J滑
る
!zz
11
11
同
程
帯
i日
付
嬰
憶
111
11
く
，...J.çミ
J
匹~.-N?寂
ffigま
健
部
判
8
1
+
<
総
去
と
~
~
t
-
O
。
(g
) 
The 
Chin
悶
and
Japanese 
Repository
 
of 
Fads 
and 
Events 
in 
Science
，日
is
川
and
Art
，
 Re
lating
 
to 
Eastern 
Asia
. 
'Edited
 
By 
The 
Rev. 
James 
Summers. 
~
イ
~
ê
穏
tFt:
I
 
~事
(Vo
l.
1) 
(From 
July 
1863 
--June 
1864)8 
''''~ The 
Chinese 
and 
'Japane
se 
.Repos
itory 
No. 
V
I. 
Deccmber 
3
，
 1863.
緊
結
Art.
1. 
Our 
Policy 
and 
Prospect
s 
in 
J
 apan 
By 
the 
Editor 
~
 ¥
ト
〈
同
代
十
川
母
+
11 
m: 
11
1 
c立
総
!
と
区
根
淀
川
tm
-
¥
l
十
に
は
!.l
Art.
 
VI-The 
Tradc 
with 
Japan
，
 (from 
the 
"
 Gazette" 
of 
Tuesday.J 
Foreign
・Offi
ce
，
No. 
17
，
 1863
. 
~
 iI:t;毘
J
ド
崎
心
。
Ar
t. 
VII.-
State
 
papers 
rela
ting
 
to 
the 
Recent 
Destruct
ion 
of 
Kagosima 
in 
Japan
，
 &
 t. 
Earl 
Russel 
to 
Lieutenan
t-Colonel
 
Neale
，
 For
eign-O
ffice
，
 December 
24
，
 1862.
 
Lieutenan
t-Colonel
 
N
 eale
 
to 
Earl 
Russe
Jl. 
(Receivcd 
August 
27
ふ
Yokohama
，
 June 
24
，
 1863 
i<(
li
li
治
Vols.
II
I. 
No. 
XXIV. 
July 
J，
 1. 
865 
~
ト
緊
縛
Diary
of 
a
 Member 
of 
the 
Ja
panese 
Embassy 
to 
Europe 
in 
1862-83. 
By 
Ernest 
M. 
Satow
持曜も
箆
(g
)
印
刷
制
比
ャ
恰
弘
代
時
間
関
!
判
11
1
側
国
側
同
制
刊
持
以
内
抑
ム
ド
~
心
。
量
." 
徳
富
猪
一
郎
氏
著
近
世
日
本
図
民
史
日
露
英
爾
傑
約
締
結
篇
に
も
英
焔
乗
組
員
三
佐
賀
藩
番
卒
さ
の
関
係
に
就
て
こ
の
鍋
島
直
正
公
俸
を
引
用
し
て
居
る
ψ
(
加
)
熊
野
正
紹
一
編
続
長
崎
港
草
第
六
色
川
町
一
主
主
胤
話
延
資
一
克
炎
丑
ノ
年
五
月
詰
厄
利
亜
畑
一
一
般
長
崎
へ
入
津
の
事
を
記
す
。
叉
長
崎
港
草
第
七
巻
に
薩
州
建
一
一
詰
厄
亜
人
一
な
る
記
事
を
載
す
。
(
捌
)
一
拍
地
源
一
郎
氏
稿
「
長
崎
三
百
年
間
」
外
交
後
遺
事
情
(
印
)
ミ
し
て
故
一
崎
一
地
源
一
郎
氏
著
幕
府
一
言
論
を
掲
け
泣
き
た
る
故
蕊
に
同
氏
の
他
の
著
述
の
一
た
る
こ
の
「
長
崎
三
百
年
間
』
を
迫
録
す
る
事
乏
し
た
。
こ
は
本
来
一
崎
地
氏
が
長
崎
出
身
の
崎
友
合
員
に
頒
・
に
ん
が
符
め
に
稿
し
博
文
館
に
て
印
刷
製
本
在
依
托
し
た
る
を
館
主
が
著
者
に
請
ひ
皮
く
世
に
務
先
し
に
も
の
で
あ
る
。
今
日
よ
り
見
れ
ば
内
外
の
史
料
吾
参
考
す
る
事
不
充
分
の
球
ひ
あ
り
設
も
あ
れ
き
明
治
三
十
五
年
頃
の
著
作
三
し
て
掘
り
た
る
も
の
で
あ
る
。
(
加
)
故
勝
目
茂
吉
氏
者
一
文
明
来
漸
史
」
(
加
)
膝
井
甚
大
郎
氏
著
「
明
治
維
新
史
講
話
」
拙
稿
「
日
英
交
通
史
料
一
、
一
一
一
)
中
に
(
日
)
さ
し
て
井
野
港
茂
雄
氏
支
笠
木
史
瓶
一
就
き
さ
し
て
尾
佐
竹
氏
の
著
書
等
を
掲
け
て
置
い
た
か
ら
蕊
に
聡
井
氏
の
此
著
漣
そ
も
加
へ
て
置
く
。
叉
井
野
港
氏
の
次
の
著
述
も
加
へ
て
泣
く
。
日
英
交
謡
史
料
一
三
七
商
業
さ
経
済
(
別
)
井
野
選
茂
雄
氏
著
幕
末
史
の
研
究
(
別
)
回
一
E
g
m
o
寸
♀
り
ぬ
問
。
ロ
ロ
{ωgロ
70ニ
ロ
]
出
口
一
月
F
O
E
-
L
o
oニ
?
2
0
4
2
E
0
2
町一
m
mの
-H2
(
叩
)
山
石
倉
公
賓
記
上
巻
英
王
子
接
待
鋭
、
英
仰
兵
隊
引
揚
一
件
等
一
三
八
右
英
王
子
接
待
録
は
拙
稿
「
日
英
交
通
史
料
」
(
二
)
中
に
(
八
)
日
英
皇
室
関
係
史
料
さ
し
て
掲
け
に
も
の
h
迫
加
さ
し
て
私
は
左
に
全
文
吾
引
用
し
て
置
く
。
英
国
皇
族
渡
来
の
事
初
め
六
月
六
日
英
国
皇
族
「
シ
ユ
ク
ラ
ブ
イ
ジ
l
ホ
ル
」
終
に
来
航
せ
ん
さ
す
る
の
報
を
接
受
す
る
を
以
て
伊
達
宗
城
大
原
重
買
を
領
容
使
三
銭
す
二
十
五
日
行
政
官
令
し
て
交
際
上
の
傑
理
を
以
て
皇
族
を
待
遇
す
る
こ
さ
を
知
合
せ
し
む
其
文
に
日
く
近
日
英
図
王
子
渡
来
に
付
御
交
際
上
之
傑
理
φ
倍
以
御
取
扱
相
成
候
問
右
御
趣
窓
相
排
へ
下
々
に
至
迄
心
得
逢
無
〆
之
様
可
v
致
俣
市
す
七
月
二
十
二
日
皇
族
横
波
へ
著
艦
外
務
大
輪
寺
島
宗
則
其
艦
に
就
き
之
を
存
問
す
二
十
四
日
英
図
甲
鍛
艦
鵡
砲
を
放
つ
神
奈
川
砲
芸
及
各
図
軍
艦
亦
之
を
放
つ
皇
族
駕
す
る
所
の
般
「
カ
ラ
チ
ア
」
税
廃
砲
、
を
放
っ
総
て
皇
族
上
陸
公
使
館
に
入
る
二
十
五
日
領
容
使
伊
達
宗
城
随
使
中
島
錫
阿
川
氏
公
使
館
に
至
り
勅
旨
を
侍
ふ
皇
族
粉
、
演
を
渡
す
紳
.， 
奈
川
牒
兵
護
衛
し
て
川
崎
躍
に
抵
る
此
騨
に
於
て
別
手
組
之
に
代
る
掌
客
宮
本
小
一
品
川
躍
に
至
り
之
を
迎
ふ
皇
族
延
泣
館
に
入
る
外
務
卿
浮
宣
嘉
領
容
佼
大
原
重
責
出
て
迎
ふ
嘉
彰
親
王
延
遼
館
に
就
き
勅
旨
を
倖
て
之
を
存
問
す
二
十
八
日
皇
族
参
内
す
上
之
を
引
見
し
給
ふ
公
使
「
パ
l
ク
ス
」
水
師
提
督
等
随
従
す
腕
舘
の
後
嘉
彰
親
王
叉
之
を
存
問
す
八
月
朔
日
三
傑
賀
美
岩
倉
具
税
徳
大
寺
賢
則
大
久
保
利
通
庚
浮
其
臣
副
島
程
臣
等
延
遼
舘
に
至
13
一
子
口
引
』
h
p
U
3
↓A
a
n
ド
-vJ
日
皇
族
小
蒸
気
加
に
駕
し
品
川
湾
に
抵
り
本
般
に
移
乗
し
て
撰
演
に
還
る
嘉
彰
親
王
宣
嘉
等
迭
て
本
艦
に
至
り
宗
城
等
廷
で
様
演
に
至
る
十
一
日
皇
族
横
演
を
去
る
躍
砲
や
放
つ
著
艦
の
時
の
如
し
外
図
皇
族
の
我
か
帝
図
に
至
る
は
此
を
以
て
始
め
三
す
是
よ
り
先
き
皇
族
接
渇
の
令
を
裂
す
る
や
在
野
の
士
其
接
巡
の
践
厚
き
に
失
す
る
ミ
論
し
詩
々
己
ま
す
遂
に
三
臓
に
謁
し
朝
議
の
在
る
所
を
聞
か
ん
ミ
請
ふ
に
至
る
具
現
利
活
程
臣
壮
一
v
之
を
見
て
朝
旨
を
解
読
す
在
野
の
士
其
一
日
一
ロ
に
服
し
始
め
て
鎮
静
す
ミ
云
ふ
。
(
附
注
)
六
月
領
容
伎
を
命
す
る
の
時
に
方
り
英
図
皇
族
接
伴
傑
例
及
英
図
皇
族
接
作
細
目
を
定
む
蕊
に
之
冶
附
載
す
其
文
に
日
く
日
英
交
諮
史
料
一
三
九
商
業
主
怒
沼
一四
O
英
図
王
子
接
件
傑
例
一
、
客
等
将
ν
著
之
前
数
日
。
行
一
韓
神
奈
。
賜
一
和
一
供
於
関
係
諸
員
一
。
各
就
職
事
一
。
其
利
酒
叉
法
一
様
沼
舘
合
一
。
而
客
等
到
著
之
日
給
ν
之。
一
、
客
舶
到
一
横
沼
一
之
日
。
領
容
使
著
一
一
朝
服
一
。
来
一
-
一
夜
純
一
。
迎
口
於
海
上
一
。
容
舶
来
到
。
迎
加
趨
準
。
客
船
迎
般
比
v
及
一
一
相
近
一
。
領
容
使
立
一
一
般
上
一
。
客
等
亦
出
立
-
一
浦
上
一
。
時
領
容
使
喚
一
一
通
事
。
通
事
務
唯
。
領
容
使
宣
云
。
ハ
ロ
ハ
ロ
ニ
マ
ヰ
ク
ル
マ
レ
ヒ
ヤ
タ
チ
マ
ヰ
チ
カ
ヅ
キ
ヌ
h
I
ト
モ
キ
キ
ツ
ケ
一
T
t
ヅ
ノ
t
チ
モ
ヲ
シ
へ
E
チ
ヒ
キ
メ
マ
へ
ト
ノ
ラ
ス
マ
ニ
7
4
ム
カ
へ
骨
.
、
ハ
ク
ト
.
造
造
問
参
来
幻
客
等
参
一
近
奴
円
以
領
容
使
等
間
著
区
水
脈
母
教
導
賜
砕
万
宣
良
忽
随
悶
迎
賜
股
久
止
ノ
ル
出旦
宣
詑
。
引
v
客
上
v
岸。
印
於
一
一
金
川
砲
塁
一
。
空
調
砲
。
二
十
一
後
退
路
次
之
儀
街
。
一
日
亦
同
レ
之
一
了
長
r
L
A
U
ク
-n℃。
4
4
一正
J
G
4
J
J
h
-
コ一
誘
導
就
v
館。
副
知
官
事
就
而
努
v
之。
著著
館延
之遼
日 官
石涜
室御
殿
之
前
日
暁
天
。
掠
-
一
除
路
溝
一
。
行
-
一
路
次
神
祭
一
。
於
出
品
川
際
堺
一
。
行
-
送
料
祭
一
。
儀
街
誇
導
。
大
約
准
一
様
涜
-
。
華
族
一
人
就
而
持
v
之
ο
倖
官
一
云
。
ア
キ
ツ
カ
t
ア
カ
ス
j
-
7
1
3
ト
ノ
ヲ
タ
マ
ハ
ク
イ
ギ
リ
ス
ノ
t
コ
?
チ
ヤ
?
テ
E
サ
ケ
ウ
t
ア
ワ
タ
リ
ハ
ロ
ハ
ロ
-
一
マ
ゆ
・
コ
シ
ヨ
コ
ロ
キ
イ
ト
ネ
モ
ョ
ロ
十
V
ハ
明
神
我
天
皇
詔
干
筑
波
久
英
吉
利
王
子
等
山
乎
見
逃
計
海
乎
渡
虫
謡
造
問
参
来
志
心
根
英
一
懇
切
古
川
刑
判
投
イ
ツ
ク
シ
t
ヨ
ロ
コ
ヒ
マ
シ
J
ア
ト
ヒ
ツ
3
ハ
シ
・
不
一
キ
ラ
ヒ
骨
マ
ハ
ク
p
?
?
λ
コ
ド
コ
h
I
ニ
キ
ケ
愛
美
喜
比
坐
な
問
遺
志
券
比
ま
婆
久
止
白
目
以
成
部
間
計
宣
詑
給
料
泊
。
帥
一
一
四
月
一
程
前
第
育
成
一
、
蛍
日
於
一
一
宮
門
内
外
便
宜
所
一
。
各
有
一
一
常
儀
一
。
刻
限
。
似
諸
刻
領
容
使
就
一
一
延
遼
館
一
誘
導
Q
H
M川
河
川
，
羽
U
-
川
山
附
抗
日
而
下
v
半
Q
時
隼
人
等
後
一
吠
珪
。
一
、
次
議
定
及
知
官
事
出
迎
。
詰
崎
地
引
而
升
v
階
ω
供
一
一
設
握
股
一
。
諸
街
立
v
伏
匁
V
4
句
-
F
J
4
4
ご‘
a
A
O
『
E
司
1
J
Q
M
A
v
ヰコ一
a1rト
開
l
一
行
一
一
紋
腕
一
子
。
乃
入
室
長5
門
玄御
休
憩
子
便
宜
之
間
一
茶
菓
饗
v
之。
一
、
次
川
柳
相
奏
一
一
事
由
一
。
一
、
次
出
御
。
延
v
客
令
v
就
口
大
皮
間
一
。
立
御
御
合
務
。
-
究
奏
楽
。
-
次
入
御
。
容
港
就
4
休
窓
所
一
。
一
、
客
還
之
街
。
議
定
及
知
官
事
。
建
歪
一
-
子
陥
没
一
。
領
容
使
誘
到
「
吹
上
御
庭
一
。
ル
パ
、
-
恐
子
紅
葉
亭
一
一
、
行
一
一
幸
子
瀧
見
離
宮
一
。
知
官
事
到
一
紅
葉
卒
一
引
レ
客
而
至
ω
締
相
出
迎
。
引
而
升
v
官。
午、
hz-、
巾
ミ
ク
」
。
4
J
A
4
u
封'き
ν
〆
ι
一
、
客
wwv退。
立
御
御
合
問
料
。
締
相
迭
至
一
一
子
庭
一
。
知
官
事
怠
至
一
子
吹
上
之
庭
外
領
容
使
引
而
師
ν
館
。
拠
遼
腕
路
諸
街
A
U
 
如
-
-
参
朝
之
儀
一
。
華
族
就
持
v
之
ω
一
、
客
滞
館
中
。
王
族
時
弊
間
同
一
同
ω
接
客
官
員
日
英
交
通
史
料
四
商
業
さ
経
済
四
領
容
使
掌
み
培
泡
款
接
之
事
一
隠
使
掌
ー
記
録
及
会
文
之
事
一
一
掌
'""-
仕
掌
一
一
在
館
雑
務
諸
事
一
供
~ 
R 
掌
一
饗
庭
飲
諜
之
事
一
O 
英
図
王
子
接
待
細
目
第
一
、
王
子
横
波
到
著
候
は
h
其
無
事
入
港
を
匁
v
可
v
被
ν
脱
外
図
官
知
事
此
官
員
被
一
差
向
一
候
事
第
二
、
王
子
旅
館
は
滋
御
殿
石
室
に
被
一
相
定
一
御
図
旗
英
図
旗
蛇
ひ
建
て
共
他
運
上
所
等
皆
之
に
準
し
和
親
之
怠
宇
佐
可
v
被
v
表
候
事
但
諸
経
管
向
蛇
器
物
等
総
而
御
図
製
を
用
ゐ
不
v
得
v
己
物
品
の
み
洋
品
を
可
v
被
レ
用
事
第
三
、
著
港
の
地
先
に
銃
兵
一
大
隊
を
布
列
し
、
王
子
上
陸
の
筒
は
腕
砲
二
十
一
義
銃
兵
は
掠
銃
の
式
を
行
ひ
夫
よ
り
放
舘
へ
護
街
誘
導
の
事
第
四
、
王
子
著
館
之
後
親
王
方
中
来
著
を
被
ν
矯
v
祝
候
た
め
被
行
向
滞
在
中
は
放
館
へ
外
図
官
判
事
一
員
香
記
筑
一
一
・
生
課
官
叫
一
一
間
居
彼
我
の
事
を
耕
す
へ
き
事
第
五
、
王
子
通
行
之
節
は
外
図
官
判
事
其
他
官
員
誇
官
護
衛
の
者
随
従
し
往
来
の
雑
沓
を
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止
す
可
し
見
附
々
々
回
場
所
は
棒
銃
の
式
を
行
ふ
可
き
事
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但
私
行
遊
歩
の
節
は
捧
銃
式
に
不
ν
及
事
第
六
、
正
殿
に
て
御
針
面
は
前
後
二
度
此
時
は
親
王
公
卿
諸
侯
其
他
有
司
衣
冠
出
仕
の
事
但
皇
居
御
治
管
中
に
付
別
館
に
て
仰
接
待
の
段
申
通
し
吹
上
瀧
見
の
御
茶
屋
に
て
御
接
待
順
序
左
の
如
・
し
一
、
活
日
公
式
仰
針
面
相
法
候
後
外
図
官
判
事
誘
引
吹
上
御
苑
へ
誘
引
王
子
挫
附
属
之
者
一
先
紅
葉
の
御
茶
屋
に
て
暫
時
休
憩
一
、
王
子
吹
上
仰
門
へ
著
の
頃
瀧
見
の
御
茶
屋
へ
行
幸
外
岡
官
知
事
紅
葉
の
御
茶
屋
へ
罷
越
出
御
の
旨
を
報
告
す
一
、
王
子
瀧
見
の
御
茶
屋
へ
参
著
抑
相
玉
庄
の
前
へ
誘
引
聖
上
立
御
一
路
御
合
穂
御
椅
子
へ
被
v
m
刈
v
著
王
子
へ
椅
子
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被
ν
給
御
懇
話
語
官
相
側
に
侍
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一
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仰
懇
話
中
御
茶
菓
子
等
在
差
出
す
但
侍
従
四
名
に
て
差
出
す
陪
従
の
者
へ
は
彼
我
共
に
不
v
被
v
下
事
一
、
王
子
退
出
之
筒
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立
御
仰
合
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よ
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相
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送
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上
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外
迄
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候
事
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候
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滞
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懇
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催
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史
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叉
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放
館
外
別
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事
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叉
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滞
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に
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0
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翌
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翰
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翰
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翰
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右
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史
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史
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